
 栃木県市町概要

 

 

 
■市花　さつき

 
■市木　杉

 
■市鳥　指定なし

 ■施政方針 

令和７年度、物価高騰や自然災害、人口減少等の将来への不安に対し、常に前向きに課題解決に取り組んでいく。 

また、本市が誇る自然や産業、芸術、文化、そしてそれらを支える人々など、鹿沼産・鹿沼発のあらゆるものを 

『Ｍade in 鹿沼』という新たなキーワードのもと、市内外に発信することで、シビックプライドの醸成を図るとともに、鹿沼

ファンの獲得・拡大に繋げていく。 

そして、デジタル化の進展等、昨今の急激な社会情勢の変化に対応するため、第８次総合計画の終了年度を１年早

め、新たなまちづくりの指針である「次期総合計画」を令和７年度中に策定する。 

様々な課題に対応しながら、未来の鹿沼市のための作業を進め「市民が主役の協働・共創によるまちづくり」に取り

組んでいく。

 ■重要事業 

 市町類型 ２－２ R２年国調人口 ９４,０３３人

 財政力指数（R４～R６平均） ０．６９７
住民基本台帳 
（R７.３.３１）

人口 ９０,０６１人

 職員数（R７.４.１） ８７６人 世帯数 ３７,０９０世帯

 職員 1 人当り人口 １０３人 面積（㎢） ４９０．６４

 事業名 予算額（千円） 事業の概要

 
次期総合計画の策定 １，１９２

・市民との協働・共創により、本市の魅力と実力を

引き出すため、新たなまちづくりの指針を策定

 
全てのこどもが安全・安心に成

長できる環境づくり
７０１，４４６

・妊娠・出産応援給付金を２０万円に倍増 

・学校給食及び保育園副食費物価高騰分の支援 

・「こども誰でも通園制度」の試行

 
学校教育環境の充実 １，５８４，７７９

・学校体育館空調整備（小学校 14 校・中学校７校） 

・小中学校再編の推進 

・休日の中学校部活動の地域移行の推進

 

鹿沼の魅力創出 ６１，２２４

・市内で就職した新卒者への祝金の支給や奨学金

返還の助成制度の新設 

・産業界、金融界、行政等が一堂に会し、地域経済

について意見を交換する場の創出

 
物価高騰対策 ２９２，１６０

・キャッシュレス決済ポイント還元やプレミアム付き

商品券発行の支援による消費喚起 

・事業者のデジタル化の促進

 
ひきこもり地域支援センターの

設置
２３，０２６

・県内市町では初となる、ひきこもりの方々の総合

支援センターの開設 

・当事者やその家族の相談窓口や（第３の）居場所

の提供等を実施

公式サイト　　URL https://www.city.kanuma.tochigi.jp/.
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